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第1回福島県PEGと経腸栄養と在宅医療フォーラム
（旧福島県PEG研究会）

■日時 2016年4月2日（土）15:00～
■会場 コラッセふくしま 4F 多目的ホール

〒960-8053 福島県福島市三河南町1-20 TEL：024-525-3910

■参加費 1,000円

【開会の辞】（15:00～15:05）
代表世話人 福島県立医科大学附属病院 内視鏡診療部部長・准教授 引地 拓人 先生

【情報提供】（15:05～15:25） 「経腸栄養に関する最近の話題」 株式会社大塚製薬工場

【一般演題】（15:25～16:15）

座長： 太田西ノ内病院 消化器内科・内視鏡室 部長 今村 秀道 先生
福島県立医科大学会津医療センター附属病院 中央診療部門 栄養管理部 主任栄養技師 小林 明子 先生

１、「肺炎を契機に食思不振に陥った認知症患者に対して摂取量増加に向けての取り組んだ1事例」

かしま病院 言語聴覚療法科 斎藤 香織 先生

２、「当院における摂食・嚥下リハビリテーションの現状と運営システム」

済生会福島総合病院 リハビリテーション室 高橋 雄一 先生

３、「当院摂食嚥下チームにおける栄養サポート活動の取り組み-NST設立を目指して」

坂下厚生総合病院 摂食嚥下チーム リハビリテーション科 佐々木 一希 先生

４、「サルコペニアの摂食嚥下障害が疑われた症例の栄養状態と筋肉量・筋力の検討」

脳神経疾患研究所附属総合南東北病院 口腔外科 森 隆志 先生

５、「双孔式回腸人工肛門からの腸液回収・注入法が奏功した小腸穿孔の1例－経腸栄養における小腸液の存在意義－」

公立藤田総合病院 消化器病センター長 木暮 道彦 先生

【特別講演Ⅰ】（16:25～17:10）

『 消化器疾患における栄養管理の実際 』

座長 ：公立藤田総合病院 消化器病センター長 木暮 道彦 先生
講師 ：かとう内科クリニック 管理栄養士/NST専門療法士 田村 佳奈美 先生

【特別講演Ⅱ】（17:10～17:55）

『 経管栄養法の手技と適応 』

座長 ：福島県立医科大学附属病院 内視鏡診療部部長・准教授 引地 拓人 先生
講師 ：仙台厚生病院 消化器内科 主任部長 兼 臨床検査センター長 兼 ＮＳＴ担当 中堀 昌人 先生

【閉会の辞】（17:55～） 代表世話人 公立藤田総合病院 消化器病センター長 木暮 道彦 先生

・当日はご参加頂いた確認のため、受付にてご施設名・職種・ご芳名のご記帳をお願い申し上げます。・参加申込書及び受付にてご記帳頂きました個人情報は、本講演会の運営のために主催関係者のみで使用し、
その他の第三者に提供することはありません。・また、弊社情報保護方針に基づき、安全かつ適切に管理し、使用目的達成後は速やかに破棄致します。何卒、ご理解とご協力の程お願い申し上げます。

共催：福島県PEGと経腸栄養と在宅医療フォーラム ㈱大塚製薬工場/イーエヌ大塚製薬㈱
後援：PEG・在宅医療研究会（HEQ） 福島県消化器内視鏡技師会 福島県栄養士会（1単位） PEGドクターズネットワーク 福島県病院薬剤師会

（財）日本薬剤師研修センター認定単位（1単位）申請中、日病薬病院薬学認定薬剤師制度1.5単位【Ⅲ-2：連携】申請中、福島県病院薬剤師会生涯教育研修単位 （1.5単位）申請中
尚、日本薬剤師研修センター・日病薬病院薬学認定薬剤師制度の認定は希望されるどちらかのみとなります。

休憩10分

＊講演会終了後に意見交換会をご用意しております。



●会場案内図

第1回福島県PEGと経腸栄養と在宅医療フォーラム参加申込書

当日の参加も受け付けておりますが、会場整理の都合上、事前に出席確認を承ります。

2016年4月1日（金）までに必要事項をご記入の上、FAXにてご連絡頂き
ますようお願い申し上げます。

ご施設名

参加代表者のご所属・氏名

ご連絡先（電話番号）

参加予定者数 名 （合計）

●交通のご案内

【お問い合わせ先】
㈱大塚製薬工場 仙台営業所 宮内
仙台市宮城野区榴岡3-4-1アゼリアヒルズ17F
Ｔｅｌ． 022-791-8041 (9:00～17:30）

ＦＡＸ：022-791-8047

福島県福島市三河南町1番20号
●ＪＲ福島駅（東北新幹線、東北本線、奥羽本線）西口より徒歩3分
●東北自動車道 福島西IC、飯坂ICから車で約15分
●駐車場
コラッセふくしま有料駐車場利用可
（30分まで無料、以降30分毎100円）
近隣に有料駐車場（民間）あり（30分100円～150円）


